
（様式第10号） 活動報告書（11 月分）

□

身体面 ■ 不自然な傷等は確認されず、衣服の状態にも懸念なし。 ■
表情・行動 ■ 不自然な言動は確認されず、おびえた様子・暗い表情は見られない。

食事面 ■ がつがつ食べる・人に隠して食べる等の様子は見られない。
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4 小3 1

5 小6 1 11/27
健康状態は良い様子。家庭のことはあまり話したがらないので、徐々に関係づくり
をしていきたい。

団体名：　子ども食堂○○○○　　

支援対象児童
一覧表整理番号

年齢
(学年)

方法

1 11/13

状況
確認日

小3 1 11/13

5

2

3

4

中2

小2 1 11/13

母子ともに機嫌よく食事していた。先日学校に行って給食を食べてきたとのこと。

11/27
普段は母と一緒に来るが、今日は一人だけで来た。本人から「昨日お母さんに叩か
れた」との話が出て腕に青アザもあったため、家庭児童相談室に電話をして相談し
た。

特になし

方法：　　1　居場所　　　2　訪問　　　3　その他
 ※ICT機器を使用した状況把握は「1 居場所」を選択
 ※「3 その他」は電話・メールなど居場所・訪問以外で状況確認し、特に記録を要する場合に使用(補助単価計算外)

1 5

1

2 11/27
弁当配達のため訪問。子どもは風邪を引いて寝ているとのことで会うことができな
かった。昨日よりもだいぶ熱は下がってきたので、来週には登校できるようになる
と思う、と母。次回訪問時は本人に会いたい旨を伝えた。

特になし

1 11/27
他の子どもにちょっかいを出してケンカになりかけたが、スタッフの介入で落ち着
きを取り戻し、最後は相手の子に謝ることができていた。

状況把握した内容（子どもの様子や状況等）

※チェック項目についてあてはまるものの□を■にしてください
※気づいた点や子ども・保護者とのやり取りの様子があれば特記事項に記載してください

※A～E列の幅は変えないでください。

※6行目からの「行の高さ」は、記録文

章の文字数に合わせて変えていただいて

結構です。

子供は番号順に並べ、さ

らに同じ子どもは日付順

記載例

子どもの状況に気になる点・心配な点が

ない場合、□はすべて■にする

▼状況把握の方法が「2 訪問」の場合
特記事項欄には「弁当配達のため訪問」など、訪問の要件がわかる一文を入れること。

（補助対象事業が宅食のみである場合を除く）

▼直接子どもに会えなかった場合

子どもの体調等により、たまたま直接面会することができなかった場合については、保護者等から

聞き取った子どもの状況と併せて、次回は子ども本人に会いたい旨を伝えたことなどを報告書に

記載した場合、補助対象となる。

ただし、本人と直接会えない期間が３か月以上続く場合には、原則補助対象外となる。

直接会えなかったため、「状況把握した内容」の3つの□は■にしないまま報告する

子どもの状況に気になる点・心配な点があった場合は、

該当の項目を■にせず、□にする



１　活動報告書記載なし児童（支援対象児童一覧表整理番号を記載）

２　上記１の児童のうち、3か月以上活動報告書に記載がない児童の状況

支援対象児童
一覧表整理番号

活動報告書（11 月分） ※自動集計(集計がうまくいかない場合はそのままご提出ください)

居場所 6 件× 1,000 6,000

訪問 1 件× 1,500 1,500

その他 0 件

３　事業の性質上、月に１回の状況把握ができないやむを得ない理由がある場合には、その理由を記載
※　その場合には上記１・２の記載は不要

※団体が把握している情報を記載


